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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子の具体的な機能はまだ解明されていないが、コードするタンパク質はARP2/3複合体の主成分であることが知られている。この複合体は細胞表面に位置し、葉状仮足状のアクチンの組み立てと突出を介した細胞の形状と運動に必須である。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写産物バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2013年3月],機能:アクチン重合の調節に関与し、活性化核形成促進因子（NPF）とともに分岐アクチンネットワークの形成を媒介するArp2/3複合体のATP結合成分として機能する。娘アクチンフィラメントの尖端と接触すると考えられる。,類似性:アクチンファミリーに属する。,類似性:アクチンファミリーに属する。 ARP3サブファミリー。サブユニット：ARP2、ARP3、ARPC1B/p41-ARC、ARPC2/p34-ARC、ARPC3/p21-ARC、ARPC4/p20-ARC、およびARPC5/p16-ARCからなるArp2/3複合体の構成要素。WHDC1と相互作用する。
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; 接着結合; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	ACTR3抗体を用いたJurkat細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ACTR3 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	Arp3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	Arp3ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

